
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工房10 周年 

2011年4月 1日にパソコン工房チャレンジが開所してから、いよ

いよ10年が経過しました。今は日本のみならず世界中が新型コロ

ナウイルスによって苦しんでいる状況ですが、こうして一つの節目

を迎えられたことは嬉しく思います。こういった工房に限らず、10

周年という丁度切りのいい月日を祝うのは大抵の場所、グループ等

がやっています。そんな時にお祝いをできないというのは口惜しい

ものがありますが、これからもパソコン工房は運営を続けていきま

す。次の11周年か、あるいはもっと先になるかもしれませんが、

大々的にお祝いができるようになれば嬉しいです。 

10年という月日は長く、当初からいた所員の方も今は少なくなっ

ています。人を呼び込むようなイベントをやりたいところではある

のですが、今はそういう事ができるような状態ではなく、関係者全

体が新型コロナウイルスのワクチンを接種できるくらいでなければ考えにくいところです。また、Zoom（スマホ含む）を

利用したオンラインでのイベントも考えていますのでご期待ください。 

新型コロナには気をつけて下さい 

一時期は患者数を落とした新型コロナウイルスです

が、3月後半から急激に感染者数を増やし始め、第四

波が来ていると見て間違いない状況で、今月初頭から

始まったまん延防止等重点措置も効果が出ているとは

言い難いです。東京が以前の半分程度にまで感染者数

を抑えている時に、大阪の感染者数がその東京の3倍

近いという現状は、東西での新型コロナウイルスに対

する意識の変化の現れであると言えるでしょう。幸

い、ワクチン接種が既に始まっており、予定の上では

7月以降には死亡リスクの低い一般の人もワクチンを

接種できるようになるはずです。絶対的な効果がある訳でも義務でもない以上、その時期を過ぎてもしばらくは感染者数

の推移を見守る必要があるでしょうが、ワクチンの効果が出れば世間の雰囲気も良くなるはずです。 

自分や、自分の周りの人達が、予防などを怠っている様子であれば、気を引き締めなおすようにするべきです。 
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今後の予定 

4/29（木・祝）～5/9（日） 

ゴールデンウィーク休暇 

今年のGWは、コロナ緊急事態宣言に応じ

て、11連休とし、再開は 5/10（月）からと

します。ご協力ください。 

   工房横」のバラ公園 Zoom交流会 

5/31(月) 1時開始、2時解散 

「Zoomミーティングに参加する」を押す 



「地域活動支援センター パソコン工房チャレンジ」が発足10 年を迎えました 

2011年4月 1日はパソコン工房誕生の日です。以来 10年がたちました。発足のきっかけを書きましょう。 

2003年に設立しました「ＮＰＯ法人障害者情報ネットワーク尼崎」に、2007年、総務省近畿通信局より「自宅就業障

害者育成（ホームページ作成）研修事業」を受託してほしいとの話が届きました。102万円の補助金事業でした。討議の

末、やってみようということになりました。2008/11/17～12/8までの月・火・木の午前中 10日間、30時間の集中講座で

す。費用は一人40,000円徴収します。講師は駅前ビジネス校より来ていただきました。質問がとびかい熱のこもった教

室となりました。この 10日間30時間、一人の欠席者もなく講習を終えることが出来たのは、就業の目標が障害者にとっ

て切実な願いだったからだと思います。続けて半年ほどテキストの残りの勉強会を開き、相互研修を続けました。 

その中で自分たちの研修場所が欲しい、同じように勉強したい障害者がきっとたくさんいるはずだ、いつでも勉強でき

るパソコンと、教える人がいる場所があればいいなあ、ないのだから自分たちでつくろうかというはなしが出てきます。

当時設立したばかりの障害者支援のための「ＮＰＯ法人尼崎障害者センター」の代表理事をしていました広瀬から「10

人規模の地域活動支援センター」を作ろうと提案し、その運営責任は当法人が担うと決議できました。スタッフ2名は障

害者を雇用するとも決めました。この 1年間、それまでの独学の苦労の末、高いコンピュータ力を身に着けていた曲圭子

さんが筆頭の担い手でした。「パソコン工房チャレンジ」の名前は彼女たちの命名です。気持ちがあふれています。場所

も何回も見に行って今の大庄の地に縁を結びました。 

以後10年間、よくぞ体を壊さずに障害者のコンピュータ拠点を守り抜いていただいたなあ、そして多くの方々の力を

お借りしたなあと感慨深いものがあります。 （運営主体法人：ＮＰＯ法人尼崎障害者センター 代表理事：広瀬 徹） 

   ※ コロナ禍の非常事態宣言後、障害者の自宅引き籠り・外出自粛が進み、孤立化が進んでいます。わたしたち

こそオンライン環境を力として孤立化を防ぎましょう。オンライン会議 Zoomというプログラムが有効です。今 

   所員さん7名に一人ずつその使い方を携帯電話でお伝えしています。一人一人にメールを送りますので「Zoom

ミーティングに参加する」かまたは「ID：894 161 3294 」「パスコード：(メールで)」を押してください。 

       5/31（月）1時開始、2時解散 に交流会をもち、バラの色と香り（？）を共有しましょう。 

＜草津から花の便りを＞ 

 

 

 

 


